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［特集］

本に出会い、本から広がる。

広報 まちの『今』を伝える情報誌



2月号 １

特
　
集

本に出会い、本から広がる。本に出会い、本から広がる。
情報化社会がすすみ、私たちはインターネットを使用して情報化社会がすすみ、私たちはインターネットを使用してさまざまな情報を素早くさまざまな情報を素早く 
簡単に得ることができるようになりました。簡単に得ることができるようになりました。 
しかし、自分で物事を考えずに断片的な情報をただ受け取しかし、自分で物事を考えずに断片的な情報をただ受け取る姿勢、深く考える力やる姿勢、深く考える力や 
自分の思いを言葉で伝える力の低下が心配されています。自分の思いを言葉で伝える力の低下が心配されています。 
 
本を読むということは、本に書かれている情景や登場人物本を読むということは、本に書かれている情景や登場人物の心情などを想像しながの心情などを想像しなが 
ら理解し、自分の心の中でもう一つの物語を創造していくら理解し、自分の心の中でもう一つの物語を創造していくことでもあります。ことでもあります。 
そして、自分の心の琴線に触れるような本との出会いは、そして、自分の心の琴線に触れるような本との出会いは、新しい自分を見つけ、新新しい自分を見つけ、新 
しい世界を発見し、自分の過去を振り返るきっかけを与えしい世界を発見し、自分の過去を振り返るきっかけを与えてくれるでしょう。てくれるでしょう。 
さあ、本に出会い、本から広がる新しいくらしを見つけてさあ、本に出会い、本から広がる新しいくらしを見つけてみませんか。みませんか。 

情報化社会がすすみ、私たちはインターネットを使用してさまざまな情報を素早く 
簡単に得ることができるようになりました。 
しかし、自分で物事を考えずに断片的な情報をただ受け取る姿勢、深く考える力や 
自分の思いを言葉で伝える力の低下が心配されています。 
 
本を読むということは、本に書かれている情景や登場人物の心情などを想像しなが 
ら理解し、自分の心の中でもう一つの物語を創造していくことでもあります。 
そして、自分の心の琴線に触れるような本との出会いは、新しい自分を見つけ、新 
しい世界を発見し、自分の過去を振り返るきっかけを与えてくれるでしょう。 
さあ、本に出会い、本から広がる新しいくらしを見つけてみませんか。 



広報ニセコ２

特
　
集



２月号 ３

特
　
集Ｍｙ Ｂｏｏｋ

Ｍｙ Ｌｉｆｅ
私と、本のくらし

「人生の分岐点で出会った本です」
アレックス・グレイ画集　「聖なる鏡」

「この本が無いと、お仕事ができない?かもしれませんね」
新書源　書体辞典

高久　智基さん（字ニセコ）

小貫　敬
たかし

さん（字本通）

ニセコのパウダースノーを颯爽
さっそう

と滑る姿が多くの雑誌に紹
介され、ニセコの素晴らしい自然をみなさんに提供するため
にガイドとしても活躍されているプロスノーボーダーの高久
智基さん。
高久さんのこの一冊は、自身のけががあったり、ニセコの

地に定住するかを悩んでいたころに友人から勧められた、人
間の外観や、内臓、神経、血管などが詳細にそして美しく描
かれたアレックス・グレイの画集。
「自分を内観し、自分が自然の中やいろいろな人とつなが

っていて、支え合うことに気づかされた」という、高久さん
の人生の分岐点で出会った本です。

人生を変えた本、おすすめの本、本のあるくらし。
本が大好きなみなさんにインタビューしました。

書道家として活躍し、ニセコ高校の書
道の講師や書道教室など、たくさんの人
たちに書道の奥深さや楽しみを伝えてい
る小貫さん。
「書にはたくさんの字体があり、作品

の依頼などがあった時にこの辞典を見て、
おおよその字のイメージを掴みます。そ
して、そのイメージと自分の感覚を併せ
て膨らませ、書を書きます。ですから、
この本が無いと仕事ができないといって
も良いかもしれませんね」と作品づくり
の裏側などを教えてくれました。

「大」という字だけでも40種類以上の
字体があります。書道の歴史や字の
変遷などを知ることもできます



広報ニセコ４

特
　
集 「本の中にある自分の知らない世界を、

もっと知りたくなる。それが、読書の魅力」

「家族全員、本が大好きです」

「本を読むことで、自分の生き方や
考え方を見直すことができます」

藤村靖之「愉しい非電化」

下田　伸一さん（字曽我）

塙
はなわ

敏博さん（字近藤）

池田　祐子さん（字有島）

康太くん

奈緒ちゃん

アウトドア会社を経営している下田さん。いつもかばんの中に本を入れ
ていて、少しの時間でも本を読んでいます。
「本は中学生くらいから読むようになりましたね。本の中で描かれてい

る自分の知らない世界をもっと知りたくなる。それが読書の魅力ですね。
それと、本を読んでいる人の姿が格好良くて好きです。
インターネットのレビューなどを見て、評価がわかれている作品などを

読むこともあります。最近は池井戸潤や百田尚樹の作品をよく読みます。
ひらふ地区をモチーフにした佐々木譲の作品を読むと、内容を含めて本

がとても身近に感じることができましたね。今後はニセコ町をテーマに書
かれた本が出版されたら嬉しいですね。」と話されました。

家族全員、本が大好きという池田さん一家。
取材日はお父さんが仕事でいませんでしたが、あそぶ

っくから家族4人で一度に40冊の本を借りて読むほど
で、「あそぶっくで一番本を借りている家族のようです」
とお話しするお母さんの池田祐子さん。
康太くんは宗田理の「ぼくらシリーズ」が最近のお気

に入りで、シリーズ読破を目指しています。奈緒ちゃん
は自分で本を見たり、康太くんが絵本を読んであげたり
とみんなで本を楽しんでいます。
子どもに本を読ませるコツを聞いたところ、「小さい

ころから読み聞かせをしてあげたことと、親が読ませた
い本ではなく、子どもが読みたいと持ってきた本を読ん
であげる事でしょうか」とアドバイスしてくれました。

自分でログハウスを作って、札幌から移住した塙さんは、節電の今に
ぴったりな本を紹介してくれました。
この本は著者の主張を強く押し付けず、日常生活の中で生かすことの

できる非電化の知識や知恵、情報が書かれてあります。
「経験は応用していくべきもの。そして経験だけではなく本からいろ

いろな知識を得て、人生の引き出しを増やしておく必要がありますね。
また、本を読むことは、自分の生き方や考え方を確認して見直すことも
できますね」と、今までの経験を語ります。

康太くんが幼稚園のころに自分で作った「おうまさん
のほん」。かわいい絵が印象的です



2月号 ５

たくさんの子どもたちが集まる、
あそぶっくのイベント。子どもた
ちにすっかり根付いています

講
演
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
本

や
言
葉
の
魅
力
な
ど
を
た
く
さ
ん

の
人
に
伝
え
て
き
て
い
ま
す
。

あ
そ
ぶ
っ
く
の
活
動
は
、
本
が

好
き
な
子
ど
も
を
増
や
す
た
め
に
、

家
庭
や
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

読
書
が
持
つ
魅
力
や
楽
し
さ
を

ニ
セ
コ
町
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、

読
書
が
好
き
な
子
ど
も
が
増
え
る

た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

町
内
で
の
読
書
推
進
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
あ
そ
ぶ
っ
く
」
の
活

動
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。

あ
そ
ぶ
っ
く
で
は
、
本
の
貸
し

出
し
業
務
以
外
に
、
子
ど
も
た
ち

へ
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
に
合
っ
た
お
す
す
め
の

本
を
紹
介
す
る
図
書
だ
よ
り
の
発

行
、
小
学
校
の
図
書
委
員
会
へ
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
行
っ
て

い
る
「
あ
そ
ぶ
っ
く
ら
ぶ
」
や
、

読
書
は
、「
面
白
い
」
や
「
暇
な
時
間
を
つ
ぶ
す
」
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
新
し
い
発
見
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
の
数
だ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
無
限
の
広
が
り
と
可
能
性
を
持
つ
読
書
を
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
と
機
会
で
取
り

組
め
る
環
境
を
整
え
て
、
読
書
が
大
好
き
な
子
ど
も
が
増
え
る
よ
う
に
町
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

読
書
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
伝
え
る

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す

特
　
集

あ
そ
ぶ
っ
く
の
取
り
組
み



広報ニセコ６

※
ぶ
っ
く
ん
の
ブ
ロ
グ
／

h
ttp
://b
lo
g
s
.ya
h
o
o
.c
o
.jp
/b

o
o
kn
_3

本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
言

葉
を
知
る
こ
と
、
感
性
や
想
像
力

を
磨
き
、
人
生
を
生
き
る
知
識
や

知
恵
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
大
切
な
こ
と
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
の
時
か
ら
、
本

が
身
近
に
あ
っ
て
本
を
読
む
こ
と

を
続
け
て
い
く
と
、
大
人
に
な
っ

て
も
本
を
読
む
習
慣
が
身
に
付
き

ま
す
。

決
し
て
、
文
字
ば
か
り
書
か
れ

て
い
る
難
し
い
本
を
読
む
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が
「
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
う

本
を
読
む
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。
そ
れ
は
雑
誌
や
漫
画
、
画
集

や
写
真
集
で
あ
っ
て
も
良
い
の
で

す
。本

か
ら
広
が
る
新
し
い
く
ら
し

の
た
め
に
、
本
を
読
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民
学

習
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４
　
　

担
当
＝
青
山

昨
年
11
月
17
日
㈯
に
「
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
へ
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
、
読
み
聞
か
せ
、
電
子
書
籍
の

体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
町
内

外
か
ら
４
０
０
人
以
上
子
ど
も
た

ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
活
動
の
情
報
共
有

の
場
と
し
て
「
ぶ
っ
く
ん
の
ブ
ロ

グ
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ブ
ロ
グ
で
は
お
す
す
め
の
本
の

紹
介
や
本
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
読
書
習
慣
の
定

着
を
目
指
し
て
、
ニ
セ
コ
町
と
真

狩
村
、
蘭
越
町
の
３
町
村
が
連
携

し
て「
ぶ
っ
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本

に
関
す
る
情
報
交
流
や
、
本
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力
な
ど
連
携

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

整
備
や
、
多
忙
な
子
ど
も
た
ち
へ

意
図
的
に
読
書
を
す
る
環
境
を
提

供
す
る
工
夫
な
ど
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

基
に
し
て
、
計
画
を
策
定
し
、
子

現
在
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
「
ニ

セ
コ
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

計
画
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
計
画
は
平
成
25
年
度
か
ら

実
施
予
定
で
す
。
学
校
の
先
生
や

あ
そ
ぶ
っ
く
の
ス
タ
ッ
フ
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
が
委
員
と
な
り
、
ど
の
年
齢

層
の
子
ど
も
に
、
ど
の
よ
う
な
読

書
活
動
を
行
う
の
か
が
わ
か
る
よ

う
に
、
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
重
視
し
、
熱
心
に
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、

０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
に
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

「
本
が
好
き
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
て
「
好
き
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
好
き
」
と
い
う
回
答
が
７

割
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
か
月
の
読
書
量
や
学
校
の
図
書

室
や
あ
そ
ぶ
っ
く
の
利
用
に
つ
い

て
は
低
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

本
を
読
ま
な
い
理
由
は
「
読
み

た
い
本
が
無
い
」「
時
間
が
無
い
」

が
上
位
で
、
年
齢
に
応
じ
た
本
の

特
　
集

町
の
取
り
組
み

広
域
連
携
の
取
り
組
み

本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

子どもの読書推進計画の具体的な目標（案）

・子どもたちが読書を生活習慣として身に付けられるような環境づくり

・子どもたちが、本の世界を楽しむことができるような取り組みの推進

・学校、家庭、地域、関係機関が連携した読書活動の推進

※計画の期間は平成25年度から29年度までの5年間

ブックフェスティバル
参加した子どもたちは、
たくさんの本に目を輝
かせていました

北海道の「朝読・家読運
動」のイメージキャラク
ターの「ぶっくん」はニ
セコ小学校の福井杏果さ
んが考えたイラストです



町の取り組みやお知らせを紹介するページです

お
知
ら
せ

２月号 ７

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

オ
ニ
セ
コ
で
の
放
送
、
北
海
道
新

聞
後
志
版
掲
載
、
各
学
校
、
宿
泊

施
設
に
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

星
座
忌
や
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
に
つ
い
て
も
、
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の

媒
体
を
通
じ
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

よ
り
見
や
す
く
す
る
工
夫
と
、
行

事
の
発
信
や
効
率
的
な
周
知
の
方

法
を
検
討
し
、
お
知
ら
せ
を
行
い

た
い
と
考
え
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

防
災
ラ
ジ
オ
の
充
電
池
が
す
ぐ

に
な
く
な
る
。
太
陽
光
で
充
電
で

き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

町
か
ら
―
―
―

充
電
池
は
き
ち
ん
と
充
電
を
し

て
い
る
と
２
〜
３
日
も
ち
ま
す
。

ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
を
聴
く
に
は
お
店

で
販
売
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
で
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
普
段

の
持
ち
運
び
に
は
そ
ち
ら
の
ほ
う

が
便
利
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
防
災

ラ
ジ
オ
は
い
ざ
と
い
う
時
に
持
ち

出
し
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ア
ダ
プ
タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト

に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

利
用
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

少
年
団
活
動
は
除
い
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

有
島
記
念
館
の
整
備
計
画
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

整
備
計
画
は
有
島
記
念
館
周
辺

に
家
を
建
設
し
た
い
と
い
う
話
か

ら
出
て
い
ま
す
。
周
辺
の
環
境
保

全
を
考
え
て
土
地
を
町
で
購
入
も

し
て
い
ま
す
。
計
画
は
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
て
き
て
い
て
、
例
え
ば

め
ん
羊
牧
場
に
桜
を
植
え
て
花
見

が
で
き
た
り
、
町
の
花
ラ
ベ
ン
ダ

ー
を
植
え
る
な
ど
の
内
容
を
つ
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

有
島
記
念
館
の
展
示
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
し
、
チ
ラ
シ
な
ど
あ

ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
。

町
か
ら
―
―
―

今
年
は
企
画
展
を
多
く
開
催
し

た
と
思
い
ま
す
。
展
示
事
業
で
は
、

常
設
展
の
ほ
か
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

活
用
し
た
展
示
は
、
６
回
で
２
９

９
日
間
の
開
催
で
す
。
周
知
は
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
行

政
推
進
委
員
を
通
じ
配
布
、
ラ
ジ

町
か
ら
―
―
―

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
予
約
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
電
話
帳
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
で
、
電
話

主
の
変
更
を
し
て
い
な
け
れ
ば
確

認
作
業
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
で

す
。
一
度
利
用
を
す
る
と
登
録
が

き
ち
ん
と
さ
れ
ま
す
の
で
情
報
の

精
度
が
上
が
り
、
受
付
時
間
も
短

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

近
藤
小
学
校
の
児
童
が
少
年
団

活
動
に
い
く
た
め
、
前
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合

の
補
助
は
な
い
の
で
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

中
学
校
が
教
育
活
動
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
部
活

動
に
対
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

が
集
中
す
る
と
き
な
ど
は
台
数
が

足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
か
ら
―
―
―

乗
り
合
い
に
つ
い
て
は
空
席
が

あ
る
と
き
な
ど
は
、
柔
軟
に
対
応

す
る
よ
う
に
ニ
セ
コ
バ
ス
へ
連
絡

し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
寿
大
学

の
受
講
生
が
多
い
４
月
及
び
８
月
、

10
月
の
開
催
日
に
主
要
幹
線
に
貸

し
切
り
バ
ス
を
運
行
し
、
状
況
を

調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査

の
途
中
で
も
不
便
な
こ
と
な
ど
が

確
認
で
き
れ
ば
、
貸
し
切
バ
ス
の

運
行
本
数
を
増
便
し
て
対
応
を
し

ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
手
続
き
が
と

て
も
面
倒
。
電
話
受
付
も
慣
れ
て

い
な
い
の
で
時
間
が
と
て
も
か
か

っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
か
ら
デ
マ
ン
ド

バ
ス
に
変
わ
っ
て
、
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
一
般
の
人
が

混
乗
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
想
定

よ
り
少
し
利
用
が
少
な
い
状
況
で

す
が
、
午
前
中
の
利
用
は
混
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
運
行
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
ま
だ

２
ヵ
月
、
定
着
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
り
合
い
を

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
寿
大
学
な
ど
予
約

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

町
で
は
毎
年
、
地
域
の
集
会
所
な
ど
を
会
場
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
昨
年
開
催
し
た
懇
談
会
の
意
見
交
換
か
ら
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●開催期間／
平成24年11月12日～12月11日

●開催回数／12回（町内各地域で開催）
●参加者数／192人
●寄せられた意見・要望／146件

公
共
交
通

有
島
記
念
館

防
災
ラ
ジ
オ
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参
加
者
か
ら
―
―
―

倶
知
安
厚
生
病
院
は
い
つ
も
混

ん
で
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
借
金

が
多
い
の
で
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

国
の
制
度
で
医
者
の
配
置
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
制
度
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
倶
知
安
厚
生

病
院
は
夜
間
救
急
診
療
を
し
て
い

る
の
で
医
師
の
負
担
が
多
く
、
勤

務
を
希
望
す
る
医
師
が
少
な
い
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
出
張
医
で
対

応
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用

が
多
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

出
張
医
に
多
額
の
お
金
が
か
か

る
の
は
国
の
制
度
が
お
か
し
い
か

ら
で
は
な
い
か
。

町
か
ら
―
―
―

倶
知
安
厚
生
病
院
で
は
救
急
医

療
の
対
応
な
ど
勤
務
内
容
が
つ
ら

く
、
常
勤
医
に
な
か
な
か
な
っ
て

も
ら
え
な
い
た
め
、
出
張
医
の
増

員
な
ど
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
都
市
部

の
病
院
へ
の
搬
送
も
あ
り
ま
す
が
、

飛
ぶ
に
は
気
象
条
件
な
ど
も
あ
る

の
で
、
近
く
の
倶
知
安
厚
生
病
院

で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
常
勤

医
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
医
療
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
地
域
全
体
で
応
援
す
べ
き
と

考
え
、
町
で
は
、
倶
知
安
厚
生
病

院
に
１
５
０
０
万
円
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

が
、
主
な
原
因
は
何
で
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

が
ん
治
療
な
ど
に
は
と
て
も
多

く
の
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
今

後
を
考
え
る
と
ニ
セ
コ
町
の
国
民

健
康
保
険
だ
け
で
は
運
営
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
な
ど

広
域
で
運
営
し
て
い
か
な
い
と
厳

し
い
と
考
え
ま
す
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防

接
種
は
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す

か
。
ま
た
、
効
果
は
あ
り
ま
す
か
。

町
か
ら
―
―
―

予
防
接
種
を
開
始
し
て
か
ら
高

齢
者
の
肺
炎
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
効
果
は
出
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
専
門
家
の
話
を
聞
い

て
決
め
て
い
ま
す
が
、
接
種
に
つ

い
て
は
個
人
の
判
断
で
あ
り
強
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
者
か
ら
―
―
―

ラ
ジ
オ
は
オ
フ
ト
ー
ク
と
違
い
、

再
放
送
が
好
き
な
と
き
に
聴
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
防
災
ラ

ジ
オ
の
電
源
の
ス
イ
ッ
チ
が
固
い

の
で
お
年
寄
り
に
は
入
れ
づ
ら
い

と
思
う
。

町
か
ら
―
―
―

オ
フ
ト
ー
ク
の
よ
う
に
再
放
送

を
好
き
な
と
き
に
聴
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
10
月
か
ら
「
役
場

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
再
放
送
を

お
昼
休
み
に
聴
け
る
よ
う
に
時
間

を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
に
つ
い
て

は
現
在
、
メ
ー
カ
ー
に
改
善
可
能

か
確
認
し
て
い
ま
す
。
改
善
が
で

き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
高
齢
者
な
ど

の
希
望
者
に
対
し
、
交
換
を
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
時
に
な
り
ま
し
た
ら
み
な
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
放
送
内
容
な
ど

に
つ
い
て
意
見
や
要
望
を
ど
ん
ど

ん
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た

ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
や
リ
ク
エ
ス
ト

な
ど
番
組
へ
の
参
加
で
、「
ラ
ジ
オ

ニ
セ
コ
」
を
育
て
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

まちづくり懇談会の全ての内容を知りたい人は、企画環境課広報広聴係までお問合せください。

■まちづくり懇談会、広聴事業に関する問合せ／企画環境課広報広聴係

☎0136-44-2121：担当＝馬渕・松澤

地
域
医
療

まちづくり一問一答 以上のほかにもさまざまな意見交換が行なわれました。その一部を抜粋して紹介します。

●中央地区でかぼちゃを飾り始めて6年、コンテストは5年がたちました。北海道日本ハムファイターズの
応援大使がニセコ町に決まったので、選手にかぼちゃを送って絵を描いてもらいたいと考えています。
[回答]それはとてもいい考えだと思います。応援大使については現在、日ハムの担当者と打ち合わせを

行っていますが、この提案についてもお話をさせていただきます。日ハムとは今後も指導者を含
めた野球教室などさまざまな事業で連携を深めていきたいと考えています。

●いじめの問題についてニセコ町の子どもたちはどのあたりをいじめと感じ、先生たちは指導をしてい
るのでしょうか。
[回答]アンケート調査を年3回行っています。ニセコ町でも残念ながらいじめが「ある」という回答が

出ています。内容は叩いたりする身体への暴力的ないじめではなく、仲間はずれが多いようです。
いじめの捉え方は本人の感じ方でだいぶ違うようですが、先生たちと教育委員会が連携して早め
に対応するようにしています。

●町長と懇談の場を増やしてほしいです。
[回答]寿大学やサークルなど呼んでいただければいつでも懇談します。また、5～6人集まればそこに

伺うこともできますので、いつでも企画環境課へ連絡をください。

行
政

教
　
　
育

地

域
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町の取り組みやお知らせを紹介するページです

財　　源

自給飼料生産拡大緊急対策事業補助金 82万円

6 地域性を生かす観光の発展
ニセコビュープラザの整備 179万円

ニセコビュープラザのフリースペース棟について、

時間経過による雁木の腐食の修繕や商品搬入等専用の

出入り口を新設します。

主な経費

工事請負費 179万円

商工業振興事業 △702万円

商工会が国から補助金を受けて実施する成長産業人

材養成等支援事業について、補助される額が決定した

ことから、不要額について減額します。

主な経費

成長産業人材養成等事業特別貸付金 △702万円

財　　源

成長産業人材養成等事業特別貸付金収入 △702万円

にぎわいづくり起業者等サポート事業　900万円

ニセコ町のにぎわいづくりと商工業の活性化に資す

るよう、町内において自ら事業所を新設もしくは継承

して新たに起業、または業種の転換、施設の拡張など

積極的な営業展開を目指すものを支援します。

主な経費

補助金 900万円

７ 教育と生涯学習の充実
幼児センター運営経費 260万円

支援児が増えたため対応する臨時保育士の増員と、

保育士が１人産休に入ったため、保育士の不足に対応

するための臨時保育士の増員、また、一時預かりの保

育件数が増えたことにより臨時保育士の賃金に不足が

見込まれるため増額します。

換気扇や厨房機器などの不具合が生じたため修繕を

行います。

保育料口座振替のシステムを変更しました。

主な経費

臨時保育士賃金 233万円

修繕料 17万円

ＦＤ交換システム改修委託料 10万円

財　　源

一時預かり保育料 61万円

次世代育成支援対策交付金 53万円

８ 健康づくりと安心できる地域医療
予防接種事業 149万円

ポリオ不活化ワクチンの定期予防接種にかかる予防

接種法が改正されたため、新たなワクチンを購入しま

す。

主な経費

医薬材料費 149万円

９ 地域福祉の向上
高齢者グループホームの整備 350万円

平成25年度に認知症高齢者グループホームの建設を

予定している土地の造成工事を行います。

主な経費

補助金 350万円

財　　源

老人福祉施設整備事業債（借金） 350万円

１１ 町民と行政のまちづくり
公営住宅ＦＭアンテナ等設置工事 442万円

コミュニティＦＭ放送の受信が悪く、難聴である公

営住宅にアンテナを設置する工事を行います。

主な経費

工事請負費 442万円
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1 自然や景観、生活環境を守る

合併処理浄化槽設置整備事業補助 155万円

浄化槽の設置予定基数が当初予定より増加したため

補助金を増額しました。

主な経費

合併処理浄化槽設置整備事業補助金 155万円

財　　源

環境型社会形成推進交付金 19万円

水道施設維持補修工事 315万円

落雷のためニセコ市街地区の配水地にある水道施設

が故障したため補修を行います。

主な経費

工事請負費 315万円

財　　源

町有建物災害共済金 315万円

2 くらしやすさの向上

町道の整備 438万円

ニセコ登山道路の歩道整備工事において、斜面の崩

壊を防ぐための追加工事を行うためと、用地の購入面

積が増加したため必要な経費の増額を行いました。

主な経費

工事請負費 424万円

公有財産購入費 14万円

財　　源

社会資本整備補助金 285万円

ニセコ登山道路歩道整備事業債（借金） 150万円

公共土木施設単独災害復旧事業 670万円

大雨による災害復旧のための工事などを行います。

主な経費

手数料 26万円

借上料 26万円

工事請負費 618万円

ふれあいシャトルバス運行事業 △848万円

10月1日にふれあいシャトルが廃止され、事業が確

定したことに伴い、不要になった経費を減額補正しま

した。

3 資源とエネルギーの活用

LED照明器具普及拡大（節電日常化）に係る町内購買促進事業

100万円

今冬の節電とともに町内家庭の照明器具のＬＥＤ化

をあわせて促進し、環境負荷の低減を図り、さらにニ

セコ町内での購買促進を図ります。

主な経費

補助金 100万円

4 環境と調和した農業の推進

雪利用穀物貯蔵庫施設整備 5億7,646万円

再生可能エネルギー（雪利用）を利用し、長期品質

保持が可能な、クリーン米専用の低温貯蔵庫を整備し

ます。

主な経費

補助金 5億7,646万円

財　　源

農山魚村活性化プロジェクト支援交付金 3億8,431万円

雪利用穀物貯蔵施設整備事業債（借金） 1億9,210万円

農業振興地域整備特別管理計画査定業務 380万円

国営土地改良事業の採択をされるために、農地の用

途変更や転用の対応や地番等の図面作成などを行いま

す。

主な経費

委託料 380万円

自給飼料生産拡大緊急対策事業 165万円

草地造成面積等が当初予定より増加したため、補助

金を増額しました。

主な経費

補助金 165万円
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遠い南の友人ができました
鹿児島県薩摩川内市児童生徒との交流会

小学校1年生対象のスキー教室が、

今年も3日間にわたりニセコビレッ

ジスキー場で開催されました。

この教室は、スキーの楽しさを知

ってもらおうと毎年、教育委員会が

冬休み中に開催しています。

今回は約25人の子どもたちが参加

しました。1日目はインストラクタ

ーからスキーの履き方や坂の登り方、

止まり方などを教えてもらい、2日

目にはリフトに乗りゲレンデを滑る

までに上達しました。

3日間とも厳しい寒さと雪の中で

行なわれましたが、子どもたちは悪

天候をものともせずスキーを楽しん

でいました。

ニセコ町と喜茂別町、島牧村をイン

ターネットでつなぎ、身体を動かしな

がら遊ぶゲーム機を使って、3町村交

流高齢者親睦ゲーム大会が綺羅乃湯で

行なわれました。

参加者は、手に持ったゲーム機を大

きく動かし、結果に一喜一憂しながら

楽しく運動をすることができました。

寒さに負けないニセコの子
小学1年生のスキー教室

テレビゲームを使って
楽しく健康づくり

「もう滑れるよ！」颯爽と滑る、桜井悠ちゃん（字本
通）

3日目にはニセコのパウダースノーも楽しみました

……12月14日

…12月26日

ゲーム大会は、見事ニセコ町が優勝しました

薩摩川内市から、小中学生27名が2泊3日の日程でニセコ町を訪問しました

気温が低くても
はじめての雪に
興奮する子ども
たち

薩摩川内市長か
らのメッセージ
を代読する梶原
楓さん

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題鹿児島県薩摩川内市の小中学生がニセコ町を訪問し

町内の小中学生と交流をしました。

この交流事業は、有島武郎の弟、里見弓享
とん

の記念館が

薩摩川内市にあることが縁で始まり、今回で5回目の

開催となります。

町民センターで開かれた交流会では、それぞれの町

の紹介や、一緒にゲームをしました。

その後、会場を外に移し、そりを使ったリレー競技

などを行い、北国ならではの雪遊びを通して、お互い

の交流を深めていました。
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雪崩事故の防止について考える、
第19回目の雪崩ミーティングが、
ニセコモイワスキーリゾートで開催
されました。
このミーティングは、悲惨な雪崩

事故による犠牲者を出さないため
に、ニセコの雪山を楽しむたくさん
のスキーヤーやスノーボーダー、観
光事業者などが集まり、毎年開催さ
れています。
今年のミーティングでは、「ニセ

コルールがニセコブランドを支え
る！」と題して、3人の滑り手から
見たニセコルールやニセコなだれ情
報、ニセコの雪や自然の魅力などを
話されました。
このミーティングの様子はＵＳＴ

ＲＥＡＭニセコライブで視聴するこ
とができます。

雪崩事故ゼロを目指して
雪崩ミーティングの開催

古くから日本に伝わる冬の遊び

「百人一首」を楽しむ、ふるさと教

室が行なわれました。

初めて百人一首をする子どもは、

大人たちや百人一首を知っているお

友だちに札の読み方やとり方などを

教わりました。会場には札を取るた

びに元気な掛け声と笑い声が響き、

会場は熱気に溢れていました。

札を巡って真剣勝負
百人一首かるた会

平成25年の新年交礼会の席で、長
年にわたりニセコ町のまちづくりのた
めに貢献されてきた、亀田禮子さん
（字本通）と新谷暁生さん（字ニセコ）
に対して、感謝状の贈呈が行なわれま
した。
亀田さんは、詩歌吟道の分野を通じ

て町の文化事業の振興に長年努めら
れ、芸術文化活動の発展に大きく貢献
されました。新谷さんはニセコ雪崩情
報の発信と雪崩事故防止、遭難救助活
動など、ニセコ山系の安全確保のため
にご尽力されています。
受賞された亀田さんと新谷さん、お

めでとうございます。そして、これか
らもニセコ町のまちづくりにご協力を
お願いいたします。

長年の活動の功績に感謝して
ニセコ町感謝状の贈呈

平成25年のニセコ町成人式が町民

センターで行われ、42人の新成人の

みなさんが参加しました。

式典では、新成人が一人ひとり紹

介された後、片山町長と高橋議長か

らこれからの時代を創り担っていく

新成人に、熱い激励の言葉が贈られ

ました。

それに対して、新成人を代表して

恩田大輔さんと矢野麻衣さんの二人

が、成人になるまで大切に育ててく

これからの社会を築く若い力
成人式の開催

…12月28日

…1月7日

…………1月13日

れた親や先生たち、支え励ましてく

れた友人たちへの感謝の気持ちを、

自分の言葉で伝えました。

式典終了後の祝賀会は中学校の同

窓会の雰囲気で、久しぶりに会う友

人や恩師と、学生時代の思い出話や

近況報告などで盛り上がり、再会を

楽しんでいました。また、平成25年

ニセコ町応援大使の日本ハムファイ

ターズの吉川投手と植村投手からの

お祝いのビデオレターも披露されま

した。

大人も子どもも一緒になって楽しみました

新谷さんは現在も、毎朝「なだれ情報」を発信し続けて
います

亀田さんは謝辞で、詩歌吟道への出会いや活動の支えと
なった人との出会いに感謝しました

左から新井場隆雄さん、玉井太朗さん、渡辺洋一さん
の3人がニセコの雪の魅力や、ニセコルールの素晴ら
しさを話されました

中学校時代の野球部のメンバーと、顧問だった藤教
諭（写真右上）と記念撮影するみなさん

成人宣言を読む、佐藤平さん（字富士見）

近況や自分の目標などを話す、大道彩菜さん（字ニセコ）

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題



1月17日㈭・18日㈮に行われ

た平成24年度第31回南北海道学

校農業クラブ連盟実績発表大会の

当番校として、全校生徒で運営を

行いました。本大会の会場は改修

された町民センターを使用し、12

校約300人の生徒を迎え開催する

ことができ、大変感謝しておりま

す。過密なスケジュールではあり

ましたが、町民みなさんのご協力

により、大会は無事に成功しまし

た。結果としては、本校からは2

月に剣淵高校が当番校で開かれる

全道大会に2班の進出が決まりま

した。農業クラブの発表は12年

連続全道進出という歴史があり、

今年もその歴史を引き継いでいま

す。

「環境」の区分で出場する班は

自然循環型肥料について廃油を利

用した取組みの発表です。全道で

も好成績が残せるよう、応援いた

だければ幸いです。

南北海道実績発表大会の運営を終えて
農業クラブ副会長　3年　

井沼　賢志

友
逝
き
て
十
年
を
経
た
り
こ
の
冬
も
雪
に
閉
ざ
さ
れ
寒
さ
厳
し
き

岩
田
　
稔
雄

冬
の
朝
空
に
輝
く
明
星
の
清
ら
か
さ
目
に
し
み
込
ん
で
い
く

山
崎
　
英
文

絵
手
紙
や
喜
寿
手
習
い
の
冬
紅
葉

荻
野
　
シ
ゲ

討
入
り
を
今
年
も
観
た
り
年
の
暮

宮
平
　
裕
子

猛
吹
雪
道
産
子
な
ら
ば
味
方
と
す

斉
藤
う
め
子

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます

農業
クラブ
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ourvoice
.........................................................................................................................................

私

の

意

見

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
み
な
さ
ん
が
町
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
日
ご
ろ
お
気
づ
き
に
な
っ
た
こ
と
を
、

気
軽
に
町
と
や
り
取
り
し
て
も
ら
う
た
め
の

手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
広
報
誌
に
は
、『
私
の
意
見
』
と
い
う

用
紙
が
は
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
用
紙
は
、

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
、
町
や
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
疑
問
を
、
町
に
気
軽

に
伝
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
同
封
し
ま
し
た
。

用
紙
は
の
り
付
け
を
す
る
と
封
筒
の
形
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
郵
便
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
（
切
手
は
い
り
ま
せ
ん
）。
町
に
届
い
た
用

紙
は
、
町
長
が
直
接
開
封
し
、
内
容
を
確
認
し

ま
す
。
そ
の
後
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
や

疑
問
に
は
一
つ
ひ
と
つ
回
答
し
ま
す
の
で
、
で

き
る
限
り
住
所
や
氏
名
も
ご
記
入
く
だ
さ
い

（
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
し
ま
す
）。ま
た
、
対

応
が
必
要
な
も
の
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
に
指
示
を
行
い
、
早
急
に
対
応
し
ま

す
。な

お
、
こ
の
用
紙
以
外
で
も
、
ご
意
見
は
手

紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
町
内

各
所
に
設
置
し
て
あ
る『
ま
ち
づ
く
り
広
聴
箱
』

な
ど
、ど
ん
な
方
法
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
『
ま
ち
づ
く
り
広
聴
箱
』
は
役
場
、
町
民
セ

ン
タ
ー
、
綺
羅
乃
湯
に
設
置
し
て
い
ま
す

『
私
の
意
見
』
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いグ

ル
ー
プ
で
町
長
と
懇
談
し
た
い
場
合
は

『
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
５
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
、

町
長
が
指
定
の
場
所
に
伺
い
ま
す
。
場
所
が
な

い
場
合
は
町
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
各
課
長

や
担
当
者
の
専
門
的
な
話
が
聞
き
た
い
と
い
う

場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
程
な
ど
の
調
整
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
事
前
に
企
画
環
境
課
広
報
広
聴
係（
☎

０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
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毎
年
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
大
き
な
声
で
も
ち
つ

き
の
歌
を
歌
い
、
お
も
ち
を
つ
く

園
長
先
生
や
く
ま
組
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
「
よ
い
し
ょ
！
よ
い

し
ょ
！
」
と
声
を
か
け
て
応
援
し

ま
し
た
。
つ
い
た
お
も
ち
を
食
べ

る
こ
と
で
、
１
年
間
元
気
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
お
話
を

保
育
士
か
ら
聞
く
と
、
応
援
に
も

い
っ
そ
う
力
が
入
っ
た
子
ど
も
達

で
し
た
。

つ
き
あ
が
っ
た
お
も
ち
は
、
力

う
ど
ん
や
き
な
粉
も
ち
に
し
て
お

い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

子育てTopics

も
ち
つ
き
会

このコーナーでは毎月子育てに関する
さまざまな活動や情報を紹介します

にこにこ

おうちで、お母さんと一緒に料理をしようね

力いっぱい、ついたよ！

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
の
浅

野
さ
と
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、

身
近
な
素
材
を
使
っ
て
簡
単
で
お

い
し
い
料
理
作
り
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
グ
ラ
タ
ン
、
ラ
ス
ク
、

手
作
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
サ
ラ
ダ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
同

士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し

く
調
理
し
た
料
理
は
素
晴
ら
し
い

出
来
ば
え
で
、
親
子
で
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。

今
回
の
料
理
教
室
を
通
し
て
、

家
庭
で
親
子
が
楽
し
く
お
話
し
を

し
な
が
ら
、
お
い
し
い
料
理
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
い
け
る
と
良
い
で

す
ね
。

幼　児
センター

12月13日

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：青木・酒井
☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725

●幼児センターホームページ
http://www.town.niseko.lg.jp/youji/

FAX

子
育
て
講
座

「
料
理
教
室
」

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

おひさま

12月20日

「スクラップブッキング作り」に参加しませんか
写真を美しくレイアウトして思い出のアルバムを作って

みませんか？
☆日時／2月21日㈭　午前10時から11時30分まで
☆会場／町民センター研修室5
☆参加費／1,200円
☆申込期限／2月8日㈮

※託児を希望する人も2月8日㈮までに申し込みをしてくだ
さい
※詳しい内容や申し込みは下記まで

2月の子育て講座

平成25年4月から幼児センターへ入園する

子どもの保護者を対象に、行事や持ち物、子ど

もの送迎などについての説明会を開催します。

なお、当日参加できない保護者については幼

児センターで随時説明を行ないます。お越しい

ただく前に電話でご連絡ください。

☆日時／2月14日㈭ 午後6時30分から

☆場所／幼児センター

※託児を希望する人は2月8日㈮までに申し込

みをしてください

※詳しい内容は左記までご連絡ください

幼児センター入園説明会を
行ないます
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「劇団ばおばぶによる人形劇」
人形劇「トラックとらすけ」には、いろ
いろな乗り物やかわいらしい動物たちが
たくさん出てきます

「近藤小学校読み聞かせ」
真剣な表情で読み聞かせを聞く近藤小
学校の児童たちの様子

No.119

●本の展示
1／26～2／21 『スイーツ』特集

今月はチョコレートやクッキー、
ケーキなど大好きな人に作ってあ
げたいお菓子の本を集めてみまし
た。

●趣味の展示
2／1～2／13 生活の家作品展　（生活の家）
2／14～2／28 絵手紙　（絵手紙サークル）

展　示
●あそぶっく人形劇場の開催
幼稚園や保育所、児童会館など札幌を中心に20年以

上の活動をされている「劇団ばおばぶ」の人形劇をお

楽しみください。

日時／2月14日㈭ 午後2時45分から3時45分

場所／あそぶっく

演目／人形劇「トラックとらすけ」

パネルシアター「だれでしょう」など

※人形劇「トラックとらすけ」は、トラックの子ども

「とらすけ」がいろいろな車や動物たちと出会うお話

です。見ている人も「とらすけ」を応援したくなり、

そして元気になる人形劇です。

どなたでもご覧になれますのでお楽しみに！

詳しくはあそぶっく事務局までお問い合わせ下さい。

●本のリクエストをお寄せください
ご自分の読みたい本（新聞やテレビで紹介されてい

た本など）があそぶっくで見つからない場合、カウン

ターに置いてある「本の利用申込書」に書名などを記

入し、スタッフへお渡しください。本は購入または、

ほかの図書館から借り受けをし、みなさんが読めるよ

うに用意します。

また、読みたい本が貸出中のためにあそぶっくにな

い場合は、予約の手続きをしてください。本が戻り次

第、あそぶっくよりご連絡いたします。

お知らせ

おすすめ本紹介

●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 第4金曜日

祝日　年末年始
☎0136-43-2155 0136-43-2156
http://www13.ocn.ne.jp/̃asobook/

FAX

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

~

新着本紹介

できた！電気代600円生活 はらみづほ 何者 朝井リョウ おしりをしりたい 鈴木のりたけ

12か月のこと 内田彩仍 謎解きはディナーのあとで3 東川篤哉 へんなところ 大森裕子

粥百選 高梨尚之 夢をかなえるゾウ2 水野敬也 とんだトラブル！？タイムトラベル 友乃雪

実 用 書 読 み 物 児 童 書 ・ 絵 本

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご確認ください。

だ よ り

『いのちと心のごはん学』
小泉武夫（NHK出版）

「食育は子どもに対する教

育ではなく、大人に対する教

育である」と力説する著者が、

食べることの意味について読

者とともに考えます。食の視

点から失われつつある「日本

人らしさ」に焦点を当て、あ

らゆる分野の知恵や知識を基

に「ごはん学」について考え

る、まじめな1冊です。
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字富士見 川埜　　真
まこと

くん
★12月11日生 （満寿夫さん＝亜紀子さん）

字里見 手老　梨馬
り ま

ちゃん
★12月11日生 （健二さん＝圭さん）

字元町 高山　剛義
つよし

くん
★12月12日生 （義信さん＝千鶴さん）

字有島 高井晃士郎
こうしろう

くん
★12月15日生 （啓さん＝裕子さん）

字有島 橋口歩優和
あ ゆ か

ちゃん
★12月26日生 （友和さん＝可奈子さん）

字本通 松島　　碧
あお

くん
★1月4日生 （譲さん＝幸代さん）

字ニセコ 中野　栞里
しおり

ちゃん
★1月7日生 （豪さん＝明美さん）

9月16日〜10月15日
住民係窓口届出分

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ ごめいふくを

おいのりします

字本通 竹村　金吾さん
（満80歳） 1月6日

字ニセコ ケイさん
（満86歳） 1月13日

住民係窓口受付分

月
生
ま
れ

2

野田　真泰
しんた

くん
（26日）字ニセコ
（努さん＝見容子さん）
「かわいい、かわいい真泰
くん♡元気に育ってくれて
嬉しいです」

岡室　結布
ゆ う

ちゃん
(7日）字豊里
（淳さん＝奈緒さん）
「いつも笑顔をありがとう 。
これからもゆうちゃんらし
く素敵な毎日を送ってね」

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
給

食
セ
ン
タ
ー
の
内
海
で
す
。

食
べ
物
の
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識

を
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
「
食
物
繊
維
」
に
つ
い

て
で
す
。

食
物
繊
維
の
働
き

「
食
物
繊
維
は
身
体
に
良
い
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

身
体
に
良
い
の
か
、
み
な
さ
ん
ご

存
知
で
す
か
。

一
般
的
に
食
物
繊
維
に
は
次
の

よ
う
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

・
便
秘
の
予
防
解
消
や
腸
内
の
善

玉
菌（
乳
酸
菌
な
ど
）を
増
や
す

・
血
糖
値
の
上
昇
を
穏
や
か
に
す

る
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
胆
汁
酸
を

吸
着
し
て
排
泄
す
る
　
な
ど
。

そ
の
た
め
、
大
腸
の
病
気
な
ど

令
を
出
し
ま
す
。
ま
た
、
胃
や
腸

で
水
分
を
吸
収
し
て
便
の
か
さ
が

増
え
る
こ
と
で
、
腸
壁
を
刺
激
し

排
便
を
促
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

小
豆
や
大
豆
、
キ
ノ
コ
、
ご
ぼ
う
、

レ
ン
コ
ン
、
切
り
干
し
大
根
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
手
に
摂
る
コ
ツ

食
物
繊
維
の
一
日
の
摂
取
目
標

量
は
、
成
人
男
性
で
19
グ
ラ
ム
以

上
、
成
人
女
性
で
17
グ
ラ
ム
以
上

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
厚

生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
成

人
の
平
均
摂
取
量
は
14
・
３
グ
ラ

ム
と
目
標
に
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物
繊

維
で
す
が
、
野
菜
は
生
だ
と
た
く

さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
大
変
で
す
。

で
す
か
ら
お
ふ
く
ろ
の
味
の
代
表

と
も
い
え
る
「
野
菜
の
煮
し
め
」

や
「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
」な
ど
野
菜

に
熱
を
加
え
る
と
、
か
さ
も
減
り
、

お
い
し
く
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
キ
ノ
コ
な
ど
不
溶
性
の

食
物
繊
維
を
多
く
含
ま
れ
る
食
べ

物
は
、
鍋
物
や
味
噌
汁
に
す
る
と

手
軽
に
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
事
は
一
日
３
回
あ
り
ま
す
。

毎
食
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

数
日
続
け
る
だ
け
で
も
大
き
な
効

果
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健

康
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら

無
理
せ
ず
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で

い
き
ま
せ
ん
か
。

の
予
防
や
、
便
秘
の
解
消
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
に
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
溶
性
と
不
溶
性

食
物
繊
維
は
、
水
に
溶
け
る
水

溶
性
の
も
の
と
、
水
に
溶
け
な
い

不
溶
性
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

水
溶
性
の
食
物
繊
維
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
低
く
、
粘
度
が
高
い
ま

ま
腸
内
を
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
て

栄
養
素
の
吸
収
を
穏
や
か
に
す
る

の
で
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
押
し
麦
や
イ
ン
ゲ
ン
豆
、

枝
豆
、
芋
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
海

藻
、
ゆ
り
根
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

不
溶
性
の
食
物
繊
維
は
、
繊
維

質
の
物
が
多
く
、
自
然
と
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
よ
う
に
な
り
脳
に
刺

激
を
与
え
ま
す
。
そ
の
刺
激
か
ら
、

脳
は
腸
へ
活
発
に
働
く
よ
う
に
指

ニセコ町学校給食センター
☎0136-
44‐2609

健康を守る食物繊維

内
海
栄
養
教
諭

食べ物のちょっと話

いただきます
！



I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
o

n
a

N
i

s
e

k
o

L
i

f
e

く

ら

し

の

情

報

合
に
、
還
付
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
手
続
き
を
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
や
相
談
を
す
る
時
は
、

印
鑑
や
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控

除
証
明
書
を
持
参
し
て
お
越
し

下
さ
い
。

■
申
告
・
納
税
期
限
／

（
所
得
税
）
３
月
15
日
㈮

※
申
告
受
付
開
始
は
２
月
18

日
㈪

※
還
付
申
告
は
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す

（
個
人
事
業
者
の
消
費
税
）

４
月
１
日
㈪

※
い
ず
れ
も
、
申
告
期
限
と

納
期
限
は
同
日
で
す

■
問
合
せ
／
税
務
課
税
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
重
森
・
細
川

平
成
24
年
分
の
申
告
所
得
税

お
よ
び
個
人
事
業
者
消
費
税
の

確
定
申
告
期
限
と
納
期
限
は
次

の
と
お
り
で
す
。

確
定
申
告
は
、
平
成
24
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

受
け
取
っ
た
所
得
に
対
す
る
所

得
税
額
を
決
定
す
る
ほ
か
、
平

成
25
年
度
の
町
道
民
税
な
ど
の

基
礎
と
な
る
と
て
も
重
要
な
申

告
で
す
。

こ
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
人
が
申
告
を
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
、
後
日
、
一
度
に

ま
と
ま
っ
た
金
額
の
納
税
を
求

め
ら
れ
た
り
、
申
告
遅
れ
に
対

す
る
追
徴
金
を
求
め
ら
れ
た
り

す
る
ほ
か
、
還
付
金
が
あ
る
場

納
税
に
は
、
指
定
さ
れ
た
金

融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
し

を
す
る
、
振
替
納
税
を
お
勧
め

し
ま
す
。

振
替
納
税
を
す
る
た
め
に
は
、

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納

付
書
送
付
依
頼
書
」
を
税
務
署

ま
た
は
金
融
機
関
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

依
頼
書
は
税
務
署
の
納
税
窓

口
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
印
刷
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

■
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
１
１
９
２

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
小
樽
労
働
基
準
監

督
署
倶
知
安
支
署

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
０
２
０
６

昨
年
10
月
18
日
か
ら
、
北
海

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お

よ
び
そ
の
事
業
所
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
む
）
の
最
低
賃
金
は
、
１

時
間
あ
た
り
７
１
９
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

事
業
主
が
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
、

法
律
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
額
に
は
通
勤
手

当
や
時
間
外
割
増
賃
金
、
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
な
ど
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
定
の
産
業
（
乳
製

品
製
造
業
な
ど
）
で
働
く
人
に

は
、
北
海
道
の
産
業
別
最
低
賃

2月号 17

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
労
働
者
も

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

申
告
を
お
忘
れ
な
く

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告

銀
行
口
座
か
ら
の
振
替
納

税
を
お
勧
め
し
ま
す

2月7日は「北方領土の日」

「知る事」が　四島返還の　第一歩

■問合せ／北方領土復帰期成同盟後志地方支部
倶知安町北1条東2丁目（後志総合振興局内）

☎0136-22-0216



震
速
報
」
で
す
。

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震

源
に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検

知
し
、
直
ち
に
震
源
の
位
置
や

地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
）、各
地
の
震
度
な
ど
を
推
定

し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い

る
の
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を

目
指
す
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始

ま
る
前
に
危
険
を
回
避
す
る
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
震
か
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に

は
、
情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な

揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
が

長
い
場
合
で
も
数
十
秒
程
度
し

か
な
く
、
①
震
源
に
近
い
と
こ

ろ
で
は
、
情
報
の
提
供
が
地
震

の
揺
れ
の
到
達
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
る
、
②
震
源
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
震
度
な
ど
の

予
測
の
精
度
が
十
分
で
な
い
場

合
が
あ
る
、
な
ど
の
技
術
的
な

限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
緊
急
地
震
速
報

を
有
効
に
活
用
し
、
身
の
安
全

を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ

て
ず
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る

行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
緊
急
地
震
情
報
を
受
け

た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
を
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
理
解
し
準
備
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

な
お
、
緊
急
地
震
速
報
の
詳

細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

s
e
is
vo
l.kis
h
o
u
.g
o
.jp
/e
q
/

E
E
W
/k
a
is
e
ts
u
/in
d
e
x
.

h
tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

地
震
火
山
課

☎
０
１
１
‐
６
１
１
‐
６
１
２
５

地
震
が
恐
ろ
し
い
と
い
わ
れ

る
理
由
の
一
つ
に
、
何
の
前
触

れ
も
な
く
、
突
然
、
大
地
が
揺

れ
だ
す
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

例
え
数
秒
程
度
の
わ
ず
か
な

時
間
で
あ
っ
て
も
、
大
き
く
揺

れ
る
前
に
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
、

事
前
に
身
構
え
る
な
ど
の
対
応

で
き
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、

気
象
庁
が
発
表
す
る
「
緊
急
地
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

情
報
と
準
備
が
必
要
で
す

交通事故

盗難事件

温泉施設で盗難事件

温泉施設の脱衣場で衣類などが盗まれる

事件が発生しました。

器物損壊事件の発生

駐車場に駐車中の自動車の窓ガラスが、

壊される事件が発生しました。

スピード出しすぎによる事故

12月2日、町道を走行中の自動車が、速

度の出しすぎにより交差点を曲がりきれず

に電柱に衝突する事故が発生しました。

確認不足による事故

12月27日、敷地から道路へ出る時に右

側の安全確認不足のため、走ってきた自動

車と衝突する事故が発生しました。

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

町営
住宅に
空き室がありません
情報　　

2月は公募する住宅がありません
■住宅情報に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎0136-44-2121

担当＝富永・亀山

平成25年1月20日現在

悩んでいることをご相談ください
障がい者特設相談窓口開設

……………　福祉のメモ　……………

心身に障がいを持つ人や、その家族が抱える日常

生活の悩み・困りごとの相談や、福祉制度の説明、

福祉サービスの利用・申請手続きなどに対応する特

設相談窓口を開設します。相談内容の秘密は厳守し

ますので、お気軽にご相談ください。

■日時／2月22日㈮ 午後1時～午後4時

■場所／ニセコ町民センター・大ホール

■相談員／羊蹄山ろく相談支援センター職員

羊蹄山ろく相談支援センターは、倶知安町に事務

所がある心身障がい者の相談支援を行う事業所で、

羊蹄山麓の町村で出張の相談窓口を開設しています。

相談する人の年齢や障がいの種別は問いません。「こ

んな事をやってみたいけど、どうしたらよいのか…」

「友達がほしい！」などさまざまな相談に応じます。

また、子どもの発達障がいについても相談や支援

をしていますので、お気軽にお越しください。

■問合せ／保健福祉課福祉係　☎0136-44-2121

担当＝桜井・工藤
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ニ
セ
コ
の
米
粉
を
使
用
し
た

料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
一
般
の
人

た
ち
か
ら
出
品
し
て
も
ら
い
、

参
加
者
の
試
食
・
投
票
に
よ
る

審
査
表
彰
を
行
う
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

審
査
委
員
長
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ど
さ

ん
こ
ワ
イ
ド
１
７
９
に
出
演
し

て
い
る
料
理
研
究
家
の
星
澤
幸

子
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
会
場

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
試
食
し

て
投
票
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
３
日
㈰

午
前
10
時
か
ら

■
場
所
／
ニ
セ
コ
町
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
農
政
課
農
政
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
境
・
池
田

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
に

は
、
１
日
３
５
０
グ
ラ
ム
以
上

の
野
菜
を
と
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
後
志
の
野
菜

の
摂
取
量
は
２
７
５
グ
ラ
ム
（
全

道
平
均
２
８
９
グ
ラ
ム
）
と
、

多
く
の
農
産
物
の
産
地
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

12
月
18
日
に
行
な
わ
れ
た
第

12
回
ニ
セ
コ
町
議
会
定
例
会
で
、

林
副
町
長
が
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
第
26
条
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
副
町
長
就

任
の
宣
誓
を
行
な
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
藤
・
馬
渕

少
な
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
で
採
れ
る

野
菜
の
お
い
し
い
調
理
法
を
学

び
、
野
菜
を
十
分
に
取
り
入
れ

た
食
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指

し
て
、「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ

う
！
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
レ
シ
ピ
の
紹
介
や

試
食
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
後
志
合
同
庁
舎
講
堂

■
講
師
／
山
際
睦
子
さ
ん

（
北
海
道
食
育
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）

■
内
容
／
講
演
、
レ
シ
ピ
紹
介

・
試
食
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
申
込
み
／
試
食
準
備
の
都
合

上
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で

す
（
２
月
15
日
㈮
ま
で
）

■
定
員
／
60
名

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
倶
知
安

地
方
食
生
活
改
善
協
議
会
事

務
局
代
行
（
北
海
道
倶
知
安

保
健
所
子
ど
も
・
健
康
推
進

課
健
康
増
進
係
）

☎
０
１
３
６
‐
23
‐
１
９
５
２

副
町
長
就
任
の
宣
誓

ニ
セ
コ
米
粉
フ
ー
ド
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す

食
生
活
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
！
」
の
開
催

●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします
●12月7日から1月11日までに行なわれた
入札や随意契約は次のとおりです
※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです
※単価契約は除いています

契約結果を公表します

ニセコ町下水道監理センター機械設備分解整備委託業務
予定価格：9,576,000円 契約金額：8,085,000円
落 札 率：84.4％ 契約相手：クボタ環境サービス㈱北海道支店

ニセコ町観光マップ印刷業務
予定価格：1,092,000円 契約金額：997,500円
落 札 率：91.3％ 契約相手：㈱須田製版

ニセコ町観光パンフレット作成委託業務
予定価格：3,412,500円 契約金額：3,339,000円
落 札 率：97.8 ％ 契約相手：㈱須田製版

町道ニセコ登山道路加入者系光ファイバ網設備移設工事
予定価格：2,824,500円 契約金額：2,782,500円
落 札 率：98.5％ 契約相手：㈱NTT東日本‐北海道

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己

宣誓
私は日本国憲法に定める地方自治の本旨及びニセコ町まちづく
り基本条例の理念である、情報共有の実践によって、町民一人
ひとりが、責任を持って、自ら考え、自ら行動することによる
町民が主体のまちづくりを実現するため、地方自治法に定める
副町長の職務と責任の重さを認識し、公正かつ誠実に職務を執
行することを誓います。

平成24年12月18日　ニセコ町副町長　林　知己



広報ニセコ20

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
記
念
館
に
お
越
し
い

た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
／
１
月
11
日
㈮
か
ら

３
月
31
日
㈰

■
場
所
／
有
島
記
念
館
常
設
展

示
室
２
階

■
料
金
／
大
人
５
０
０
円

中
学
生
１
０
０
円

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
山
口
・
伊
藤

町
内
の
小
中
学
生
が
出
場
す

る
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
８
日
㈮

午
前
９
時
30
分
開
会
式

午
前
10
時
か
ら
下
見
の
あ
と

随
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所
／
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
ス

キ
ー
場
（
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ

ホ
テ
ル
前
ゲ
レ
ン
デ
）

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
上
野
・
浦
野

内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度

に
実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事

業
（「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

「
国
際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本

・
中
国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本

・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」）に
参

加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
内
閣
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／h

ttp
://

w
w
w
.c
a
o
.g
o
.jp
/ko
ryu
/

■
問
合
せ
／
内
閣
府
青
年
国
際

交
流
担
当

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
１
１
８
１

ま
た
は
、
北
海
道
総
合
政
策

部
知
事
室
国
際
課

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
９
２

有
島
記
念
館
で
は
、
町
民
の

寄
付
金
な
ど
で
購
入
し
た
、
当

館
初
と
な
る
有
島
武
郎
直
筆
原

稿
な
ど
を
展
示
す
る
「
新
収
蔵

品
展
２
０
１
２
第
２
期
」
を
開

催
し
ま
す
。

武
郎
の
筆
跡
や
加
筆
訂
正
し

た
跡
か
ら
、
作
家
が
作
品
を
産

み
出
す
苦
し
さ
な
ど
が
感
じ
取

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

《字富川》　久保かつを　様
（夫が生前お世話になったお礼として）

《字曽我》　松田　修身　様
（父が生前お世話になったお礼として）

《札幌市》　林　　　肇　様

（社会福祉に役立ててください）

ニセコ町役場受付分 ニセコ町社会福祉協議会受付分

心の贈り物 善意に感謝します

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

初
公
開
で
す

有
島
武
郎
の
直
筆
原
稿

子
ど
も
た
ち
に
声
援
を
！

全
町
児
童
生
徒
ス
キ
ー
大
会

ス
ポ
ー
ツ

被害者に一切非がない交通事故、すなわち加害者の
過失が100％の交通事故の場合には、自分の加入して
いる保険会社は示談交渉をしてくれません。なぜなら、
自動車保険は相手に賠償をするためのものなので、相
手に賠償をする必要がない加害者の過失が100％の交
通事故には、自分の保険を使用することができないの
です。
この場合、被害者本人が加害者側（加害者本人や加

害者の加入している保険会社）と示談交渉をしなけれ
ばなりませんが、保険会社の提示する示談金は一般的
に裁判をした場合に比べて低額であることが多いよう
です。被害者が裁判の相場の示談金を得たい場合には
弁護士に相談・依頼するしかありませんが、この弁護
士に相談・依頼する費用を支払ってくれるのが弁護士
費用特約です。
自動車保険にある弁護士費用特約では、一定の上限

額に達するまで弁護士に相談・依頼する費用が自分の
加入している保険会社から支払われます。内容は保険
会社によって違いますが、ほとんどの場合，上限額に
達することはないので弁護士費用特約に加入していれ
ば弁護士費用を自己負担することはないでしょう。
弁護士費用特約にはメリットの方が多いと思います

ので加入することをお勧めします。なお、私の事務所
は交通事故の相談は無料ですので、交通事故に遭われ
た際はご相談に来ていただきたいと思います。

大沼弁護士の

くらしのお悩み
法律相談所
弁護士費用特約を活用しましょう

大沼弁護士の事務所／倶知安ひまわり基金法律事務所
倶知安町南1条東2丁目4-7ベルウッドビル3階
☎0136-21-6228 FAX0136-21-6229

クリーンステーション

今回は、「その他プラスチック製容器包装」の出

し方についてお知らせします。汚れているものはリ

サイクルすることはできませんので、次のことを守

ってください。

◎中身を出し切り、軽く洗い、乾かす。

◎紙ラベルは、できるだけ取り外す。

◎「卵のケース」、「カップ麺容器」、「色つきトレイ」、

「お菓子・パンなどの袋」、「ラップフィルム」な

どや「マヨネーズ」や「シャンプー」、「洗剤」な

どのボトルが「その他プラスチック製容器包装」

です。

※次回は、「発泡スチロール製白色トレイ・魚箱」

の出し方についてお知らせします。

資源ごみ保管の利用について　№4

■問合せ／町民生活課生活環境係

☎0136-44-2121 担当＝花輪



現
在
、
道
州
制
の
導
入
に

つ
い
て
国
会
で
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
９
３
０
の
町

村
で
構
成
す
る
全
国
町
村
会

で
は
、
道
州
制
の
導
入
に
反

対
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い

る
道
州
制
で
は
、
人
口
や
経

済
が
そ
れ
ぞ
れ
の
州
都
に
一

極
集
中
し
、
結
果
、
国
の
活

力
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
。

ま
た
、
基
礎
自
治
体
は
、
総

合
行
政
体
と
し
て
機
能
の
拡

充
が
必
要
と
な
り
、
市
町
村

の
人
口
規
模
を
最
低
20
万
人

か
ら
30
万
人
に
再
編
す
る
こ

と
と
な
る
。
今
後
、
大
規
模

な
市
町
村
合
併
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
で
、
農
山
漁
村
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
が
更
に
衰

退
を
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
す
。

災
害
な
ど
で
は
、
規
模
の

小
さ
い
方
が
敏
速
に
対
応
で

き
、
リ
ス
ク
も
分
散
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
角

的
な
視
点
を
持
っ
て
、
こ
の

国
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

こんにちは

町長です

2月号 21

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

道
州
制

女
性
に
と
っ
て
、
更
年
期
を

い
か
に
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
か
は
、
重
要
な
テ

ー
マ
で
す
。

更
年
期
に
な
る
と
大
な
り
小

な
り
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調

が
お
き
ま
す
が
、
上
手
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
症
状
の

予
防
、
緩
和
が
可
能
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

つ
ら
い
更
年
期
と
思
わ
ず
、

人
生
を
楽
し
む
た
め
の
心
身
の

転
換
期
と
思
え
る
よ
う
な
更
年

期
に
な
れ
る
よ
う
に
、
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
３
月
８
日
㈮

■
場
所
／
倶
知
安
保
健
所
会
議

室
■
講
師
／
倶
知
安
厚
生
病
院
産

婦
人
科
主
任
医
長
　
杉
山
英

智
さ
ん

■
定
員
／
50
名

■
申
込
期
限
／
３
月
４
日
㈪

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
倶
知
安

保
健
所
子
ど
も
・
健
康
推
進

課☎
０
１
３
６
‐
23
‐
１
９
５
８

担
当
＝
松
田

平
成
25
年
４
月
採
用
の
、
町

の
将
来
を
担
う
活
力
あ
る
職
員

（
保
育
士
）を
１
名
募
集
し
ま
す
。

応
募
す
る
人
は
２
月
28
日
㈭

ま
で
に
必
要
書
類
を
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
年
齢
条
件
な
ど
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
町
の
公
式
ホ
ー

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
勤
務

す
る
保
育
士
の
募
集

更
年
期
に
つ
い
て
知
る

女
性
の
健
康
講
演
会
の
開
催

募
　
集

ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.n
is
e
k

o
.lg
.jp
/m
a
c
h
its
u
ku
ri/c
yo

s
e
i/p
o
s
t_4
4
.h
tm
l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
採
用
条
件
／
幼
稚
園
教
諭
お

よ
び
保
育
士
資
格
保
有
者

（
資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
）

で
、
町
職
員
と
し
て
広
く
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
意
欲
の
あ

る
者
（
そ
の
他
、
学
力
、
年

齢
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

■
募
集
期
間
／
平
成
25
年
２
月

28
日
㈭
ま
で

■
面
接
選
考
試
験
／
３
月
に
実

施
予
定

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
総
務
課

総
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
加
藤
・
佐
藤

ニセコ町国営農地再編整備事業レター Vol.15

広報ニセコ12月号から埋蔵文化財調査や土壌調査など、現在計画中
の国営農地再編整備事業で実施してきた現地調査についてお知らせし
てきました。今月号は地下水位調査についてご紹介します。
地下水位調査とは、暗きょ設置の必要性を検証するために、土壌の

地下水までの深さの変動を調査するものです。調査の方法は、畑や水
田に加工した塩化ビニール製の管を設置し、その中に水位計を設置し
て地下水位を測定します。今回は、雨が降って3日後と7日後の地下水
位を観測して地下水位の変動を調査しました。
その結果、町内の大部分の田畑において、降雨後7日たっても地下

水位が高い状態であることがわかり、改めて暗きょ工事の必要性が確
認されました。
■問合せ／国営農地再編整備事業促進期成会事務局（国営農地再編整

備推進室内）
☎0136-44-2121 担当＝中村・齊藤

地下水位調査を実施しました

地下水位調査の様子 水はけが悪くぬかるんでいる畑
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広報ニセコ22

＝役場 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝運動公園 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝あそぶっく ＝町民センター

●三種混合、ＢＣＧ、

四種混合予防接種／ニ

セコ医院：13:00〜

●1歳半、3歳児健診／

：13:30〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●雪中運動会／　：

9:30〜

●貯筋教室／綺羅乃湯

：10:30〜

●全町児童生徒スキー

大会／ニセコビレッジ

スキー場：9:30〜

くらしの情報Ｐ20参照

●フッ化物洗口保護者

説明会／　：19:00〜

●世界に出会える文化

イベント／　：14:00

〜

建国記念日

●ラインハードアート

バーグ展／　：〜３月

３日まで

●南相馬市の現状に係

る講演会／　：9:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●おはなしのかい／

：10:30〜

●臨時議会／　：

10:00〜（予定）

●ラジオニセコ割り込

み放送／11:50〜

●寿大学学習会／　：

10:00〜

●保健委員会／　：

13:00〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●すこやか健康教室

（本通）／　：10:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●すこやか健康教室

（南西）／綺羅乃湯：

10:30〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●すこやか健康教室

（川北）／綺羅乃湯

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●あそぶっくらぶ読み

聞かせ／　：14:45〜

●ニセコ高校卒業式／

ニセコ高校：10:00〜

★総合体育館は改修工事のため
平成25年2月28日までアリ
ーナを使用できません

2 月
FEBRUARY

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯7 8 9

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 3/1 3/2

3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8 3/9

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

●スクラップブッキン

グ作り／　：10:00〜

にこにこ広場Ｐ14参照

●こんにちは町長室／

：13:00〜15:00

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●障がい者特設相談窓

口／　：13:00〜

くらしの情報Ｐ18参照

●親子インザスノー／　

：10:00〜

●あそぶっく人形劇場

／　：14:45〜

あそぶっくだよりＰ15参照

●幼児センター入園説

明会／　：18:30〜

にこにこ広場Ｐ14参照

●ニセコジュニアスキ

ーマラソン大会／ヒル

トンニセコビレッジ：

9:15〜

●ラジオ緊急放送試験

／14:00〜

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

●夜間・休日の救急・急病対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141
●平日夜間、土・休日対応

蘭越診療所（蘭越）
☎0136-57-5424

くとさん外科胃腸科（倶知安））
☎0136-21-6410

●急患受付
365日24時間対応

●平日夜間受付
午後5時～午後7時

●土曜受付
正午～午後5時

●日曜・祝日受付
午前9時～午後5時
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2
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号

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
祝
福

の
お
言
葉
を
胸
に
、
成
人
を
代
表
し
て
ご
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
、
親
元
を
離
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で
生
活
を
始
め
て

か
ら
早
く
も
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年
間
で
今
ま
で

私
を
見
守
り
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

特
に
母
は
、
五
年
前
に
父
が
他
界
し
て
以
来
、
女
手
ひ
と
つ
で
私
た

ち
兄
弟
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
て
い

る
は
ず
で
す
が
、
私
が
部
活
で
ど
ん
な
に
朝
が
早
く
て
も
必
ず
私
よ
り

も
早
く
起
き
、
毎
日
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
は
当
た
り
前

に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
思
い
返
す
と
凄
い
事
だ
と
感
じ
、
頭
が
あ

が
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
兄
弟
、
友
人
や
そ
の
親
、
先
生
方
や
そ
の
他
大
勢
の
方
々
か

ら
頂
い
た
ご
恩
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
ご
恩

を
今
度
は
私
が
返
し
て
い
く
番
で
す
。

今
は
ま
だ
、
専
門
学
校
に
通
い
社
会
の
厳
し
さ
を
知
ら
な
い
未
熟
者

で
す
が
、
将
来
は
立
派
な
作
業
療
法
士
と
な
り
、
怪
我
や
病
気
で
苦
し

む
方
々
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
困
難
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
三
日
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…

今
回
は
、
成
人
式
で
多
く
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
次
の
時
代
を
担
う
人
た
ち
の
た
め
に
立
派
な

社
会
人
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
、
二
人
の
成
人
の
答
辞
を
紹
介
し
ま
す
。

N
o

.17
3

人の動き（12月末現在）
人口 4,741
（前月比＋32）
男 2,368
（前月比＋17）
女 2,373
（前月比＋15）
世帯 2,216
（前月比＋14）

外国人 119
住民（前月比＋23）

編

集

後

記

 

「
噛
ま
れ
る
と
賢
く
な
る
ん
だ
っ
て
」

演
劇
中
に
登
場
し
た
獅
子
舞
い
の
噛
み
つ
き
を

受
け
る
神
原
小
夏
ち
ゃ
ん

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
『
観
劇
』
に
て
）

最
近
、
寒
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
そ
れ
で
も

道
東
に
比
べ
る
と
最
低
気
温
は
10
度
以
上
暖
か

い
ニ
セ
コ
町
。
先
日
、
阿
寒
に
行
っ
て
い
た
人

が
、
ニ
セ
コ
の
吹
雪
の
日
の
ほ
う
が
、
天
気
が

良
く
て
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
の
道
東
よ
り
も

寒
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

確
か
に
、
人
の
肌
で
感
じ
る
温
度
の
感
覚

「
体
感
温
度
」
は
風
速
が
１
メ
ー
ト
ル
増
え
る

ご
と
に
、
体
感
温
度
は
１
度
下
が
る
の
で
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
10
度
で
も
、
風
速
10
メ
ー
ト
ル

な
ら
体
感
温
度
は
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ス
20
度
と
な

る
よ
う
で
す
。

「
除
雪
を
し
て
身
体
を
動
か
せ
ば
寒
く
な

い
！
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
寒
い
と
外
に

出
る
気
持
ち
に
な
か
な
か
な
れ
ま
せ
ん
。
雪
は

夜
に
少
し
降
っ
て
、
日
中
は
道
東
の
よ
う
に
晴

れ
て
く
れ
た
ら
最
高
だ
と
思
う
、
寒
が
り
で
わ

が
ま
ま
な
私
で
す
。

春
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
で
す
ね
ぇ
。

（
ざ
）

平
成
25
年
ニ
セ
コ
町
成
人
式
に
出
席
し
た
42
人

の
新
成
人
の
み
な
さ
ん
。
明
る
い
未
来
を
、
自

分
た
ち
の
力
で
切
り
拓
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
表
紙

測定日 1月15日までの

1ヵ月間

最高値　0.057μSv/h

最低値　0.020μSv/h

平均値　0.042μSv/h

※空間放射線量率は平常レ
ベルです

町内の放射線量の状況

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

辛
か
っ
た
こ
と
嬉
し
か
っ
た
こ
と
悲
し
か
っ
た
こ
と
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
、
私
を
支
え
て
く
れ

た
人
た
ち
に
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
な
気
持
ち
で
す
。

ま
ず
初
め
に
、
友
人
の
存
在
で
す
。
私
た
ち
の
学
年

は
毎
日
が
波
乱
万
丈
で
、
中
学
時
代
の
先
生
方
は
と
て

も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は
そ
ん
な
個

性
的
な
み
ん
な
だ
か
ら
こ
そ
一
緒
に
過
ご
せ
て
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、
楽
し
さ
や
苦
し
み
を
共
に
分
か
ち
合
う
こ
と
の
喜
び
、
そ
し
て
仲
間
と
す

ご
す
時
間
が
ど
ん
な
に
自
分
を
満
た
し
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
の
か
と
言
う
こ

と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
こ
こ
に
い
る
彼
ら
と
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
前
へ
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
現
在
、
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
し
勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
最

初
の
一
年
は
、
勉
学
に
追
わ
れ
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
大
変
で
、
幼
稚
園
教

諭
と
い
う
夢
が
遠
く
に
感
じ
、
正
直
辞
め
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
や
は
り
両
親
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
両
親
は

最
強
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
み
た
い
な
存
在
で
す
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
無
事
に
四

月
か
ら
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
け
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
母
に
は
普
段
素

直
に
な
れ
ず
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
感
謝
の
言
葉
を
口
に
出
せ
ず
に
い
ま
す
が
、
こ

の
場
を
借
り
て
、
い
つ
も
色
々
な
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

心
配
性
だ
け
れ
ど
、
元
気
な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
父
は
、
私
が
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
寂
し
く
な
っ
た
の
か
、

た
ま
に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
一
緒
に
ス
ー
パ
ー
に
「
買
い
出
し
に
行
く

か
？
」
と
誘
っ
て
き
た
り
、
時
に
は
、
私
の
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
た
り
、
他
に

も
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
り
す
る
尊
敬
で
き
る
父
に
も
、
た
く
さ
ん
あ
り
が
と

う
と
伝
え
た
い
で
す
。
私
は
、
二
十
年
育
て
て
も
ら
っ
て
本
当
に
二
人
の
子
ど

も
で
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
両
親
を
は
じ
め
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
に

感
謝
の
気
持
ち
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
三
日
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